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複
雑
な
構
造
が
利
用
者
の
ネ
ッ
ク
に

横
浜
駅
に
は
、
日
本
一
多
く
の
鉄
道
事
業
者

（
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
相
模
鉄
道
、

横
浜
高
速
鉄
道
、
横
浜
市
交
通
局
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
６
社
局
）
が
乗
り
入
れ
て
い
る
。
１
日
の
乗
降

客
数
も
、
新
宿
、
池
袋
、
渋
谷
に
次
い
で
首
都

圏
４
位
の
２
０
０
万
人
を
数
え
る
日
本
有
数
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
だ
。

し
か
し
、
駅
構
内
が
地
下
５
階
か
ら
地
上
２
階

ま
で
重
層
化
し
て
い
る
う
え
に
、
東
西
を
結
ぶ
通

路
と
南
北
を
結
ぶ
通
路
が
違
う
階
に
あ
る
な
ど
、

複
雑
な
空
間
構
造
を
し
て
い
る
た
め
、
ル
ー
ト
の

把
握
が
難
し
い
と
い
う
利
用
者
か
ら
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
き
に
は
「
横
浜
駅
で

迷
っ
た
こ
と
の
な
い
人
は
い
な
い
」
な
ど
と
揶
揄

さ
れ
る
ほ
ど
で
、
こ
の
こ
と
は
、
視
覚
障
害
者
や

ベ
ビ
ー
カ
ー
・
車
い
す
使
用
者
、
高
齢
者
に
と
っ

て
は
、
さ
ら
に
重
荷
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、

相
模
鉄
道
の
３
社
を
含
む
「
横
浜
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
委
員
会
」
は
、
視
覚
障
害
者
の

た
め
に
点
字
と
触
地
図
の
技
法
を
導
入
し
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
・
車
い
す
使
用
者
、
高
齢
者
な
ど
に
も

必
要
な
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
駅
案
内
図
「
横
浜
駅

さ
わ
る
地
図 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
企
画
・

製
作
。
４
月
か
ら
配
布
を
開
始
し
た
。

鉄
道
整
備
の
新
し
い
方
向
性
を
検
討

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
の
一
人
、
相
模

鉄
道
株
式
会
社
鉄
道
カ
ン
パ
ニ
ー
事
業
統
括
部

の
小
川
昌
夫
課
長
に
、
マ
ッ
プ
製
作
に
至
る
経
緯

日本民営鉄道協会は、「鉄道」と「まち」が理念を共有し、ともに発展していくことを目的として、
２００６年に提言「鉄道とまちづくりの連携」を発表、会員各社はさまざまなモデルプロジェクトを進行している。
その事業内容を紹介していく本コーナーの初回は、東京急行電鉄、京浜急行電鉄、相模鉄道の３社による

「横浜駅・点字マップ作成による 〝まちのプロモーション事業＂」を取り上げた。

協力　相模鉄道株式会社　文◉永田一周　撮影◉飯田典子

横浜駅・点字マップ作成による
〝まちのプロモーション事業＂

相模鉄道株式会社
鉄道カンパニー事業統括部
事業統括課長

小川昌夫
Masao OGAWA
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を
う
か
が
っ
た
。

「
少
子
化
・
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
鉄

道
の
利
用
者
は
少
し
ず
つ
減
少
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
鉄
道
整
備
の
方
向
性
は
従
来
と
大
き
く

変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま

え
て
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
で
は
『
都
市
鉄
道
整

備
問
題
研
究
会
』
を
設
置
し
、
今
後
の
鉄
道
と
ま

ち
の
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
事
例
研
究
や
政
策
提
言
な
ど
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
し
よ
う
と
立
ち
上
げ
た
の
が
、『
鉄

道
と
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」

協
会
各
社
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
単

独
、
ま
た
は
数
社
共
同
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
横
浜
駅
・
点
字
マ
ッ
プ
作
成
に
よ
る
“
ま
ち

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
”」
が
企
画
さ
れ
た
。

「
営
業
エ
リ
ア
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
、
東

京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
相
模
鉄
道
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
り
、
２
０
０
６
年
度
に
ま
ず
３
社
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
」

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
横
浜
市
協
働
事
業
提

案
制
度
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
横
浜
市
と
市
民

団
体
「
横
濱
ジ
ェ
ン
ト
ル
タ
ウ
ン
倶
楽
部
」
が
、

点
字
と
触
地
図
の
技
法
を
導
入
し
て
、
横
浜
市
の

関
内
・
山
下
地
区
を
中
心
と
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
当
時
、
横

浜
市
の
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
委
員
」

を
し
て
い
た
小
川
課
長
は
そ
の
こ
と
を
知
り
、
同

様
の
こ
と
が
横
浜
駅
の
案
内
図
で
も
で
き
な
い

も
の
か
と
他
の
２
社
に
持
ち
か
け
、
こ
の
プ
ラ
ン

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

「
関
内
・
山
下
地
区
の
マ
ッ
プ
を
全
国
の
盲
学

校
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
横
浜
へ
の
修
学
旅
行
が
増
え
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
の
配
布
は
、
潜
在
需

要
の
掘
り
起
こ
し
、
ま
ち
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

も
つ
な
が
り
、
利
用
者
、
ま
ち
、
鉄
道
事
業
者
の

そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
事
業
だ
と
考
え

ま
し
た
」

行
政
・
市
民
と
一
体
の
協
働
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
行
政
と
の
協
働
事
業
が
前

提
の
た
め
、
横
浜
市
の
健
康
福
祉
局
に
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
快
く
賛
同
し
て
も
ら
え
た
。
ま
た
、

関
内
・
山
下
地
区
の
マ
ッ
プ
作
成
に
尽
力
し
た

市
民
団
体
「
横
濱
ジ
ェ
ン
ト
ル
タ
ウ
ン
倶
楽
部
」

も
横
浜
市
の
仲
介
で
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
横
浜
高
速
鉄
道

や
、
車
い
す
使
用
者
、
視
覚
障
害
者
の
参
加
も
得

て
、
２
０
０
７
年
５
月
、「
横
浜
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
作
成
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。

横
浜
駅
の
よ
う
に
多
く
の
鉄
道
事
業
者
が
乗

り
入
れ
る
駅
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
独
自

に
利
用
者
へ
の
案
内
に
取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
駅
全
体
で
の
統
一
し
た
情
報
提
供
や

案
内
な
ど
が
不
十
分
な
面
も
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、「
重
層
化
・
複
雑
化
し
た
駅
構

造
に
よ
り
、
視
覚
障
害
者
の
み
な
ら
ず
、
利
用
者

全
般
か
ら
み
て
駅
構
造
の
把
握
が
困
難
」
と
い
う

最
も
大
き
な
問
題
点
の
ほ
か
、「
す
べ
て
の
経
路

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用
者
、
高
齢

者
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
が
難
し
い
」「
駅
施
設
と

商
業
施
設
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
時
間
帯

に
よ
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
が
異
な
る
」「
各
事

業
者
が
構
内
案
内
図
を
駅
構
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
る
も
の
の
、
エ
リ
ア
が
限

定
さ
れ
て
い
た
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
、
多

目
的
ト
イ
レ
、
触
知
案
内
板
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

施
設
の
表
示
や
、
傾
斜
路
の
表
示
が
不
十
分
」
と

い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を

目
指
す

そ
こ
で
、
事
業
者
の
垣
根
を

越
え
て
利
用
者
の
利
便
性
向
上

に
取
り
組
も
う
と
い
う
根
本
的

な
考
え
方
に
立
っ
て
、
委
員
会

で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
８
つ

の
マ
ッ
プ
作
成
コ
ン
セ
プ
ト
が

ま
と
ま
っ
た
。

① 

横
浜
駅
の
全
体
像
、
特
に
各

鉄
道
の
改
札
や
ホ
ー
ム
の
位

置
関
係
を
俯
瞰
的
に
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

② 

乗
り
換
え
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
を

明
確
に
す
る
。

③ 
健
常
者
、
視
覚
障
害
者
、
車

い
す
使
用
者
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

使
用
者
、
高
齢
者
な
ど
、
誰

に
で
も
わ
か
り
や
す
く
。

④ 

カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
色

覚
障
害
者
へ
の
配
慮
）
も
意

識
す
る
。

1日 200万人の乗降客がある横浜駅。東西を結ぶ中央通路は常に多くの利用客が往来する。 横浜市健康福祉局の監修で設置されている
「エレベーター経由のりば案内」。
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⑤ 

昇
降
設
備
の
み
な
ら
ず
、多
目
的
ト
イ
レ
、
触

知
案
内
板
、
傾
斜
路
な
ど
の
情
報
も
網
羅
す
る
。

⑥ 
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
を
目
指
し
、
視
覚
障
害
者
と
そ
う
で

な
い
人
が
と
も
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑦
持
ち
歩
け
る
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
に
す
る
。

⑧ 

障
害
者
の
意
見
を
多
く
取
り
入
れ
て
、
よ
り
よ

い
マ
ッ
プ
に
す
る
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
体
験
し
な
が
ら
の
検
証
会
）
を
実
施
す
る
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
作
成
中
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
検
証
を
行
う
た
め
、
実
際
に

視
覚
障
害
者
や
車
い
す
使
用
者
な
ど
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
マ
ッ
プ
を
手
に
し
な
が
ら
駅
構
内
・

周
辺
を
歩
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
実
施
。
参

加
者
の
指
摘
を
も
と
に
、
作
成
中
の
マ
ッ
プ
を
改

善
し
て
い
っ
た
。

「
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
す
べ
て
の
情
報
を
盛

り
込
む
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
か
な
り
デ
フ
ォ

ル
メ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
図
面
の
簡
素

化
、
点
字
情
報
の
絞
り
込
み
と
い
っ
た
点
で
、
折

り
合
い
を
つ
け
る
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
協
力
で
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
し

て
い
き
ま
し
た
」
と
小
川
課
長
は
話
す
。
特
に
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
一
般
の
利
用
者

と
障
害
者
が
ひ
と
つ
の
マ
ッ
プ
を
と
も
に
使
用

で
き
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
と
い
う
。

「
目
の
不
自
由
な
方
だ
け
が
対
象
な
ら
、
点
字

や
触
地
図
だ
け
で
い
い
の
で
す
が
、
通
常
印
刷
の

案
内
図
の
上
に
点
字
や
触
地
図
を
施
す
こ
と
に

よ
り
、
ど
ん
な
人
で
も
こ
の
マ
ッ
プ
を
一
緒
に
使

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
案
内
図
が
障
害

の
あ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
仲
立
ち
役
に
な

り
、『
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』
に
つ
な
が
る
こ
と

通常の印刷の他に触地図と点字が施された「横浜駅さわる地図 バリアフリーマップ」。
表紙・裏表紙 ( 上 ) と中面の見開き（右）。

無料で配布されているバリアフリーマップ
( 相模鉄道横浜駅で )。

マップのコンセプトを話し合う
作成委員会のメンバー。

視覚障害者や車いす使用者に意見を聞きながら、作成
中のマップを改善。

完成記念の「まち歩き」ワーク
ショップの様子。

横浜駅 さわる地図 ができるまで
作成前 作成中 完成後
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――この事業に参加したきっかけは。
竹内　横浜市では 1997 年に制定した「横浜市福祉
のまちづくり条例」に基づき、1999 年に関内駅を中
心に半径約 500 ｍの範囲を都市拠点型重点推進地区
に指定し、ハード・ソフトの両面から事業を進めて
いました。その一環として、市民とともに「関内バリ
アフリーマップ・触知図」を作成し、事業終了後も、
事業に関わった市民団体との協働で「触る地図・横
浜バリアフリーマップ」を作成した実績がありました。
そこに、日本民営鉄道協会加盟３社から今回の提案
があったので、実績が活用できるうえに、市民のメ
リットにもつながると考え、協働事業に参加すること
になりました。
――横浜市はどのような役割をしたのですか。
堀　以前のマップ製作で積極的な活動をされた市民
団体「横濱ジェントルタウン倶楽部」に趣旨を説明
したうえで紹介するなど、各社と市民の仲介をしま
した。市民団体のメンバーにはコンサルタントをは
じめ、さまざまな職業、障害のある方がいるため、
実務とアイデアの両面でプラスになったと思います。
また、会議の場の提供をはじめ、これまで市民団体
との協働で培ったノウハウを提供し、市民・事業者・
行政連携の協働事業でより高い成果を目指しました。
――鉄道事業者の取り組みをどう評価していますか。
竹内　市民と行政の協働事業はよくありますが、今
回のケースは、これに事業者も加わった協働事業で
あり、貴重な事例だと思います。事業内容も市民の
福祉やまちの健全な発展に結びつくもので、たいへ
ん意義のあるものだと評価しています。
堀　今回のような事例が、さまざまな形でさらに広
がっていくことを期待しています。行政や市民だけ
では、機動力や予算などの面で限界があります。そ
こに鉄道事業者の方々が参画することで、実現性が
ぐっと増すと思います。横浜市としては、今後とも
このような事業を積極的に支援していく方針です。

行政も事業の
意義・成果を評価

「横浜駅バリアフリーマップ作成委員会」のメンバー
として、この事業をバックアップした横浜市健康福
祉局では、この取り組みをどのようにみているのか。
同局地域福祉保健部福祉保健課の竹内隆課長と堀雅
史さんに話を伺った。

横浜市健康福祉局地域福祉保健部
福祉保健課　課長

竹内 隆氏

横浜市健康福祉局地域福祉保健部
福祉保健課

堀 雅史氏
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を
目
指
し
ま
し
た
」

「
ま
ち
歩
き
」
で
駅
へ
の
理
解
促
進

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
Ａ
４
判
４
頁

の
駅
案
内
図
「
横
浜
駅
さ
わ
る
地
図 

バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
プ
」
だ
。
１
頁
に
は
横
浜
駅
俯
瞰
図
、

２
頁
～
３
頁
の
見
開
き
に
横
浜
駅
構
内
図
、
４
頁

に
周
囲
の
ビ
ル
も
含
め
た
横
浜
駅
広
域
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
１
頁
と
４
頁
の
見
開
き

で
は
重
層
化
し
て
い
る
駅
を
案
内
す
る
た
め
の

横
浜
駅
断
面
図
が
載
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
頁
に

点
字
が
印
刷
さ
れ
、
構
内
図
と
広
域
図
に
は
触
地

図
も
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

初
版
は
７
０
０
０
部
。
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜

急
行
電
鉄
、
相
模
鉄
道
の
３
社
が
横
浜
駅
構
内
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
用
カ
タ
ロ
グ
ス
タ
ン
ド
等
に
配

置
す
る
ほ
か
、
横
浜
市
や
横
濱
ジ
ェ
ン
ト
ル
タ
ウ

ン
倶
楽
部
が
市
役
所
や
区
役
所
、
障
害
者
団
体
に

配
布
、
配
置
し
た
。

４
月
８
日
に
は
、
完
成
記
念
の
「
ま
ち
歩
き
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
障
害
者
ら
50
名
が
参

加
し
、
５
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
マ
ッ
プ
を
手
に
し

な
が
ら
１
時
間
ほ
ど
駅
構
内
と
周
辺
を
歩
き
、
意

見
を
交
え
な
が
ら
マ
ッ
プ
と
横
浜
駅
へ
の
理
解

促
進
が
図
ら
れ
た
。

「
ま
ち
歩
き
」
の
参
加
者
や
、
マ
ッ
プ
を
手
に

取
っ
た
利
用
者
か
ら
は
、「
と
て
も
わ
か
り
や
す

い
」
と
評
価
す
る
声
が
多
く
、
視
覚
障
害
者
か
ら

「
こ
の
マ
ッ
プ
の
お
か
げ
で
頭
の
中
で
横
浜
駅

の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

声
も
あ
っ
た
。

一
方
で
、「
せ
っ
か
く
作
っ
た
の
だ
か
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ど
を
ア
ッ
プ
し
て
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」「
点

字
に
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
障
害
者
の
た
め
に

も
工
夫
が
必
要
」「
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
わ
か
り

や
す
く
表
示
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
や
要
望

も
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
委
員

会
関
係
者
か
ら
は
「
行
政
（
横
浜
市
）、
鉄
道
事

業
者
、障
害
者
の
相
互
理
解
が
促
進
さ
れ
た
」「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
、
他
の
諸
問
題
解
決

へ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
た
」「
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
者
の
生
の
意
見
、
考
え
方
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
『
人
に
や
さ
し
い
鉄
道
』
の
実
現

の
た
め
に
大
い
に
役
立
っ
た
」「
こ
の
経
験
・
実

績
に
よ
り
、
他
の
駅
、
他
の
事
業
者
な
ど
へ
も
同

様
の
マ
ッ
プ
作
成
へ
の
広
が
り
が
期
待
で
き
る
」

「
積
極
的
な
配
布
や
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の

『
バ
リ
ア
フ
ル
な
（
障
壁
の
多
い
）
横
浜
駅
』
と

い
っ
た
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
鉄
道
利
用
促

進
、
ま
ち
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
」
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
た
。

マ
ッ
プ
の
製
作
費
用
は
、
コ
ン
サ
ル
・
デ
ザ
イ

ン
費
、
印
刷
費
の
合
計
で
約
４
０
０
万
円
。
こ
れ

を
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
相
模
鉄
道

の
３
社
か
ら
の
各
１
０
０
万
円
と
日
本
民
営
鉄

道
協
会
か
ら
の
共
同
事
業
支
援
費
１
０
０
万
円

で
賄
っ
た
と
い
う
。

企
業
の
社
会
貢
献
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
重
要
性
が
ま

す
ま
す
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
鉄
道
事
業
者
は
、

沿
線
の
市
民
や
行
政
と
協
働
・
連
携
し
、
相
互
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

内
容
や
事
業
規
模
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
み

ら
れ
る
基
本
理
念
は
共
通
の
も
の
だ
。

「
費
用
や
手
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上

に
得
た
も
の
が
多
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は

成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
小
川
課
長
。
こ
れ

か
ら
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
見
直
し
、
改
良
を
重
ね
て
い
く
予
定
だ

と
い
う
。
ま
た
、障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
の
利
用
客
に
も
好
評
な
こ
と
か
ら
、
点
字
や

触
地
図
を
省
い
た
「
Ｐ
Ｒ
版
」
の
製
作
な
ど
も
計

画
し
て
い
る
。


